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いと　ぐち
放射線の結核菌に対する直接作用につV・ては，諸
家の報告があるが，まだ定論が確立されていない。
このたび私はX線及び紫外線を直接結核菌液に1照．
射し，その影響を検素する一・］5，わが敏室河邨教
授により創製された可塑骨1ノ（骨を破石率して微細片
とし，ドライアイスエーテルをもつて一80。Cに冷
却，これを眞21蛾燥して製する）の製造前にd：BCG
を混入して，同様放射線を照射し，可塑骨の主材
たる胸廓形成術肋骨に混入を危惧される結核菌の
滅菌を図ろうと試み，才1汗の知見．を得たので報告
する。
　　　　　　　　　実験方法
結核毒力菌は仲野株，BCGは予研BCG株でいずれも北
大結核研究所より分譲されたものを用い，使用に当り前者
は0．1mg／lec後者は］mg／1ccの滅菌蒸溜水俘游液とし
　　　　　　　　　　　　．
た。
　W木論丈の要旨は北海道医学．会第29回大．会（昭和27・年10
　　」・S）に発表した。なおまた本研究の費用の一都は，北
　　海道科学研究費補助金た属することを附記する。
　　なお北大結核研究所有馬助激授の御教示に深甚な謝意
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　結核菌液は径3．5cmの小形シャーレに容れ，これに放
射線を照射し，BCG液は冷凍乾燥前の骨細片を混ぜ，冷凍
乾燥後に小形シャーレに容れ放射線を作用させた。
　X田川件は，45，QQO　V，1mm　Al僚用，2mA，距離22．5
mmで，　i線：量は500γ，1，000　T，2，000㌍を照射した。
　紫夕卜線はACOMA木工太陽燈100　V，6A．目盛3，電圧
15Vで，照射距離32　cmで，それぞれ51．10i．15ノ．30’．
40「／．e｝oiの照射を行った。
　照射灯はそオしそれピペ“1トまたは白金耳で小川培地（3％
KH2PO，）に培養1筒月後1こ判定した。
実験とその成績
1．紫外線照射実験
　a）結核菌に及ぼす影響
　　i）実瞼：結核菌液10ccを小形シャーレに容れ，．軽
く振撮しつつ紫外線を照射した。各剛罰照射後，清：ちにピ
ペットで0．lCCずつ小川培地に路養し，第1衰の加き汲績
を得た。
　　ii）小山：入工太陽燈照射の結核菌に対する殺歯作
川は，戸田，L’）木ネ卿によって約20分で完全とされている
　　を表する。
1）河邨外：口整会誌　26，‘250（昭躊7｝．
2♪戸田：結核菌とBCG　81（昭22）．
3）　木村＝　日医力～〔会誌　　11，　42（日召26）．
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　第1表　結核菌液に対する紫夕卜線照射後培養成績　　　　　　　第3表　結核菌液に対するX線照射後培養成績
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　註＝階…聚落数が甚だ多数で数えられないもの，
　　　W…陰帳で鍛えらZtるもの，
　　　＋＋…20Q個以下のもの，＋…50個以下のもの，
ようであるが，本実験においては20分で可成り溶失した
菌が30分で再現し，60分に至って全く出現を見なかった。
　b）骨微紬片に混入したBGGに及ぼす影響
　　i）実瞼こBCG液。．2　cc（1　mg／1cc）を入肋骨挫片約
10gに混和し》ドライアイスエーテルで冷凍一80℃直後の
もの，および冷凍に続き鼠空乾燥器で眞十度10－5，10時問
吸引したもの（前述可塑骨の製法参照），対照としてBCG
液0．1ccを混和した肋骨細粉をそれぞれ培養する。ついで
この冷凍乾燥微細片骨をFl金1耳で槻挫しつつ，5分ないし
60分のflFIIS・　V｛j　ICつき紫夕卜線を照射して，小川培地に自金耳
で塗抹培養した。その結果は笛2表のようである．
　　　第2表骨の冷煉乾燥前後こおけるBCGの
　　　　　　　培養成績（紫置戸線照射）
　　ii＞小衆：本実瞼では若干の阻止竹三別があることは
認められ，この点では眞子5）の600　r，800？・，で発育阻iL作
用があるということとほぼ一致している。
　b）骨の冷’凍乾燥前後に＃cけるX線のBCGに及ぼす影
響
　　i）山脈：BCGを前述紫外線照射の実験と全く」事誤
に骨紛に混入，冷凍乾燥の操作を行った微紬骨粉につき，
自金」二で擬細しつつ，500　r，1，000　T，？，ooo　rの照；肘を行い
前と同様小川培地に培養して観暴，第4表の結果を得た。
第4表骨の冷煉乾燥前後にお｝ナるBCGの
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　　ii）小括：急遽な冷凍の系1噛に対する影響，凍結乾
燥操作のBGGに及ぼす影響について高橋・海老名等4）の研
，究があり，低温による死の原因は酵素系の阻害と酸化であ
るといわれている。本実瞼においても生菌に及ぼす悪影響
は著名に見られた。
2．X線照射実験
　a）結核菌に及ぼす影響
　　i）実瞼：結核粥液の4ceを直径約3．5　cmのシャー
レに入れ，前記一定潮田の下で，500ヂ，1，000　T，2，000　Tの
線量を照射し，その後各坦位毎に0．1cc宛沼間流して培養し
第3表のごとき結果を得た。
4）岡　：口医新報　1478，3（昭27）。
5）眞子：1」医放会誌　12，22（昭271．
　iD　小括：　この実瞼でぱ500γ、以上のX線照射後秦
く菌の発：育を認め得なかった。
総括並びに考按
　生物に対する放射線の作用ぽ，桑原等6）による
とX線の場合は電離であり，一・方紫外線は励起で
あって，致死機構は異なるとみなされてV・る。ま
た紫外線の照射は2650邸f寸近で最高の殺菌能を
示すとV・い，X級では線最に作用され波長には無
關係とV・われている。私は治療用人工太陽燈を使
用したが，’ 糾j菌の殺滅には60〃》を要した。一
方X線ぽ総量2，000rまでを：照射したにすぎぬが，
結核菌液ぼややその活力を阻止されたのみであっ
た。
6）　桑原：　内匠｝氣殺繭』　34　（呼｛23）．
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　　骨銀行に使用される可塑骨（冷凍乾燥微細片骨）
、は胸廓形成術によって得られた肋骨を主な供給源
　としている関係上，万一一ee病をひき剋し得る程度
の結核菌の迷入があれば一大事であり，われわれ
　はこの作製使用のさい病理細菌学的に遺憾なきを
　期している。
　　実験上弦す・紅粉の冷凍乾燥のさい，乙れに混入
　したBCGはかなりの減弱を予想されたが，結果
　はこれを裏付けるものがあり，紫外線にあっては
15分で菌は出現せす，X線照射ではJ「OOrで完全
　に菌を見出し得なかった。從って骨に冷凍乾燥操
作を加えることによって製造される可塑骨に：つい
　ては，この程度の放射線照射で先ず結核菌殺薗の
　目的を建し得るものと考えられる。更に可塑骨ぽ
　胸廓形成術肋骨自体よりも遙かに結繧菌滅菌が容
　易であることも立証された。
　　そして可塑骨に混入した結核菌は裸の歌態にお
　けるものと異なり，放射線照射を受ける場合にも
　骨微細．片に陰菌著せられ，減溺した影饗を受けるこ
　とが推定される。私が結核菌液そのものについて
の他に，BCG液と可塑骨との混合物につV・ても
実験を行った理由はそこにある。
．培養はすべて1簡月間の観察期間を置いた。放
射線の結緩菌体及び結核・匪骨病集に及ぼす影響並
びに定量培養法による10，000　rまでの照射につい
ては引続き槍索中である。
む　す　び
　わが敏窒にお・いて創製された新い（同種移植骨
た．る可塑骨（冷凍乾燥微糸iq片骨）のために大きな材
料源たりうると期待される胸廓形成術肋骨tc，万
一・ｬ入を危惧される結核菌の滅菌を窮極の目的と
して，放射線による実験を行い次の成績を得た。
　L　先ず結核菌自体に放射線を作用せしめたと
．ころ，紫外線にあっては60分で菌の発育を認め得
なかった。一方X線照射におV・ては，2，000　rで軽
度の菌発育阻止作用を見たにすぎない。
　2．骨微細片にBCGを1昆ぜ，冷凍乾燥を行っ
たところ，弧力な菌の発育阻止作用を認め得た。
　3・このものに放射線を：作川させると，紫外線
では15分で，X線では500プの照射で菌の発育を
杢く認めなかった6
Summary
（H仔｛禾「128．5．21受イ寸）
　　’For　the　“Model－able　Bone”　（freeze－dried　bone　chips）　originally　produced　by　prof．　Dr・　Ka｛一
wa‘　rnura　in　our　department，　ribs　wh｛ch　are　removed　in　thoracoptastic　operation　of　tuberculous
patients　ci，　n　be　expected　to　be　our　main　source　of　materials．　But，　if　tubercle　bac｛11i　were　to　find
their　way　into　the　“Model－able　Bone”，　it　would　be　highly　dahgerous’・　From　this　point　of　view，
the　author　examined　the　effects　on　tubercutomyces　and　obta｛ned　results　as　follows：
　　1）　No　colonie＄　of　tuberculomyces　svere　found　after　3，0　minutes　ultraviolet　radiatlon．　But　in
X－ray　caseg．　only　a　slight　check　of　growth　could　be　seen，　even　by　2，000　r　radiation．
　　2）　The　freeze－dehlTdration　itself　retarded　the　growth　of　the　bacilli　considerably．　The　freeze－
dried　B．C．G．　mi：　ed　in　boiie　chips　showed　no　evidence　of　existence　by　15　minutes　ultraviolet　and
500　r　X－ray　radii，　tion　respectivel“’・
　　　　　　　　　　　　　’　（Received　May　21，1953）
